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研究要旨  

都市住民（非患者集団）のコホート研究である神戸研究の参加において、厚労省の後期高

齢者の問診票と脳MRI所見の関連を検証することとした。本研究で使用する問診は同時に

特定健診の問診票の項目も含んでおり、いずれの問診内容が脳MRIの画像所見とより関連

するのかを比較検証することが可能である。MRI の撮影は共同研究である日本学術振興会

の基盤研究Bの研究の一環として実施され、この厚生労働科学研究として対象者に上記問

診の追加と配布、回収を行った。MRIの撮影は、現在、75歳以上の神戸研究参加者を対象

として実施され、1 日 1 人ずつ撮影を委託した医療機関（社会医療法人神鋼記念会総合健

康管理センター）で実施された。また一般検査（血圧測定や血液検査）も委託先機関で実

施した。2022年 2月末現在、109人（男性 47人、女性62人）のMRIの撮影が完了した。

対象者の平均年齢は 78.8 歳であった。2022 年 3 月 1 日現在、MRI の読影と問診情報の入

力作業中である。なお一般的な脳ドックとしてのMRI所見は検査委託機関から参加者に通

知済みであり、読影中なのは研究的な見地からのMRI所見である。10年間の既往歴等が明

らかな後期高齢者の健常人集団で、厚労省の二種類の問診とMRI所見の関連を見ることが

可能となった。 

  

Ａ．研究目的 

高齢社会では単に寿命が伸びるだけでは

なく、生活の質（Quality of Life, QOL）に

関わる様々な機能を維持することが重要で

あり、それは健康寿命の延伸に繋がる。そこ

で QOL に関わる障害の規定要因を明らかに

することを目的に、神戸市民を対象とした

コホート研究が実施された。実施主体は神

戸医療産業都市推進機構であり 2010～2011

年度にベースライン調査が行われた。当初、

健康な1,134名のコホート集団が設定され、

2 年に 1 回のペースで 2020 年度まで追跡調

査が実施された。また 2020 年度の第 5 回の

追跡調査の後期からは、その時点で 75 歳以

上の参加者を対象に脳 MRI 検査を実施して

いる。そこで非患者集団である神戸研究参
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加者において、厚労省の後期高齢者の問診

票[1]と MRI 所見の関連を検証することにし

た。本研究で使用する問診は同時に特定健

診の問診票の項目を含んでおり、いずれが

脳 MRI の画像所見とより関連するのかを比

較検証することとした。 

 

Ｂ．研究方法 

兵庫県の県庁所在地である神戸市は、人

口約 150 万人の政令指定都市である。神戸

研究は、神戸医療産業都市推進機構（開始当

初は先端医療センター）が行うコホート研

究である（研究責任者は機構の客員部長と

しての岡村智教）。2009 年のパイロット調査

を経て 2010 年から開始された[2]。2010～

2011 年度の 2 年間に対象者の募集とベース

ライン調査を行い、参加者は 2012 年以降 2

年 1 回の頻度で来所追跡調査（検査）を受

けた。神戸研究の募集要件の特徴は、悪性新

生物、脳・心血管疾患の既往歴がないことに

加えて、「高血圧、糖尿病、脂質異常症の治

療中でない」健常集団ということである。最

終的に 2010-2011 年度のベースライン調査

に参加したのは 1,134 名であった。 

2020 年度の調査の後半からは、日本学術

振興会基盤研究 B「水分摂取習慣が脳梗塞再

発及び認知機能低下に与える影響：画像評

価を含めた観察研究」（研究代表者 西川智

文）との共同研究として 75 歳以上の参加者

の脳 MRI 検査を実施していた。そこで MRI

検査の対象となった者に厚労省の後期高齢

者の問診票を実施することとした。これは、

令和元年度厚生労働行政推進調査事業費補

助金（厚生労働科学特別研究）「高齢者の保

健事業と介護予防の一体的実施推進のため

の後期高齢者の質問票活用に向けた研究

（研究代表者 津下一代）」で開発されたも

のである。同時に特定健診の標準的な健診・

保健指導プログラム（平成 30 年度版）[3] の

標準的な質問票の 20 項目のうち、疾患の既

往歴・現病歴、喫煙（後期高齢者の問診票に

喫煙の項目があるため）、飲酒（別途詳細を

調査しているため）を除く 10 項目について

も同時に調査した。これによりそれぞれの

問診のいずれが脳 MRI 所見と関連するかを

比較検証することが可能となった。用いた

問診票を資料１として添付した。 

（倫理面への配慮） 

 神戸研究は、神戸医療産業都市推進機構

および慶應義塾大学の倫理委員会による承

認を受けて実施された。神戸研究に本研究

による問診を取り入れること、MRI に関する

共同研究を行うことも各倫理委員会にて承

認されている。また MRI 研究については別

途、京都光華女子大学の倫理委員会で承認

され、参加者からは神戸研究とは別個に文

書による同意を得ている。なお慶應義塾大

学や京都光華女子大学など共同研究機関に

おける神戸研究のデータ利用は、調査の実

施とは別に 2029 年 3 月までの利用が、神戸

医療産業都市推進機構および慶應義塾大学

の倫理委員会で承認されている。 

 

Ｃ．研究結果 

神戸医療産業都市推進機構主体の神戸研

究は、機構の予算等の関連から 2020 年度の

第 5 回目（10 年目）追跡調査を最後に、2021

年 3 月 31 日で終了した。なお方法で述べた

ように 2029 年 3 月までは、関与した各研究

機関の解析期間となっている。また 2020 年

の調査は、1 月および 2 月の来所調査終了後

に、新型コロナウイルス感染症の世界的感

染拡大に伴い 3 月以降の来所検査の多くが

中止になり、実施は 11 月 7 日及び 12 月 5

日に止まった。また感染後のリスクを考え

て基本的に75歳以上の被験者の来所調査は

休止していた。そのため今年度の研究のた

めに下記の準備を実施した。 

1) 75 歳以上の希望者は、神戸研究ではなく

基盤 B の研究として募集を行う。2020 年
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度中にこの研究への参加希望を尋ねて本

人の意思確認を行い、光華女子大学で被

験者リストを作成しておく。 

2) 光華女子大学の問診内容に本研究の問

診を組みこんでおく（前述、資料１）。 

3) 慶應義塾大学の岡村、杉山は、光華女子

大学の研究の研究分担者になる。 

4) MRI の撮影は、1 日 1 人、撮影を委託し

た医療機関（社会医療法人神鋼記念会総

合健康管理センター）で実施する。 

5) 従来、神戸研究で調査していた一般検査

項目（血圧測定や血液検査）は、委託先機

関で実施。 

6) 検査データは委託機関から光華女子大

学に収集する。 

7) 問診情報の確認などは共同研究機関の

滋賀医科大学で行う。 

 以上の体制を整備した上で2021年度の調

査を開始した。その結果、2022 年 2 月 24 日

現在で 109 人（男性 47 人、女性 62 人）の

MRI の撮影が完了している。対象者の平均年

齢は 78.8 歳であった。対象者の年齢分布を

表 1 に示した。これらの対象者には研究用

の問診の他、身体計測（身長・体重・腹囲）、

検尿（蛋白・糖）、視力、聴力、血圧測定、

心電図、胸部Ｘ線検査、血液検査（GOT・GPT・

γ―GTP・HDL－Ｃ・LDL－Ｃ・中性脂肪・赤

血球・ヘモグロビン・空腹時血糖・HbA1c）

が委託機関で実施されている。 

 現在、MRI 所見の読影や問診データの入力

中であり、今後、解析を進めていく予定であ

る。なお一般的な脳ドックとしての MRI 所

見は委託機関から参加者に通知済みであり、

読影中なのは研究的な見地からの MRI 所見

である。 

 なお2022年度から実施主体を慶應義塾大

学とした神戸研究参加者の追跡研究を開始

予定であり、2021 年 12 月に慶應義塾大学倫

理委員会の承認を受けている。今後は新た

に75歳に達する者にもMRI研究への参加を

呼び掛けることが可能となる。 

 

Ｄ．考察 

わが国の制度では健常者を対象とした

“健診”と要治療の人を対象とした“医療”

は制度的に分離しており、医療機関では既

に要治療状態となった者しか把握できない。

そして医療保険の枠組みに入らないと MRI

などの高度な医療を受けることはできない

し、また脳ドックなどを受ける健常者は裕

福な層に偏っていると考えられる。そのた

め患者集団ではない健常高齢者の MRI 情報

は貴重であり、しかも過去 10 年間の病歴や

検査所見の推移が揃っている集団は貴重と

考えられる。特に特定健診と後期高齢者問

診の両方を実施したという点で本研究のユ

ニークな点があり、生活習慣病をターゲッ

トにした前者とフレイルをターゲットにし

た後者のいずれが健康後期高齢者の脳 MRI

所見と関連を示すのかは、高齢社会におい

て重要な知見となり得る。本研究における

解析は次年度以降となるが、COVID-19 の収

束をみないこの期間に何とか評価に耐える

データを収集できたこと、次年度以降の対

象者の拡充が可能になった点が今年度の成

果である。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、神戸研究における後期高齢

者の健常人集団で、厚労省の 2 種類の問診

と MRI 所見の関連を見ることが可能となっ

た。今後、解析を進める。 
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表１，2022 年度脳 MRI 実施者の内訳（2022 年 2 月 24 日現在） 

  
  

 
全体 男性 ⼥性 

  受診者数(⼈） 109 47 62 

  平均年齢(才） 78.8 79.3 78.5 

年齢別(⼈） 76 才 22 7 15 

  77 才 16 5 11 

  78 才 12 5 7 

  79 才 15 6 9 

  80 才 22 14 8 

  81 才 7 1 6 

  82 才 10 5 5 

  83 才 2 2 0 

  84 才 2 1 1 

  85 才 1 1 0 
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資料１． 

  現現在在のの身身体体のの状状況況ににつついいててののおお尋尋ねね    

                                      IIDD..              

  

1. あなたの現在の健康状態はいかがですか 

①よい ②まあよい ③ふつう ④ あ ま り よ く な い

 ⑤よくない 

2. 毎日の生活に満足していますか 

①満足 ②やや満足 ③やや不満 ④不満  

3. １日３食きちんと食べていますか 

①はい ②いいえ 

4. 半年前に比べて固いもの(※)が食べにくくなりましたか   ※さきいか、

たくあんなど 

①はい ②いいえ 

5. お茶や汁物等でむせることがありますか 

①はい ②いいえ 

6. ６か月間で２～３ｋｇ以上の体重減少がありましたか 

①はい ②いいえ 

7. 以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか 

①はい ②いいえ 

8. この１年間に転んだことがありますか 

①はい ②いいえ 

9. ウォーキング等の運動を週に１回以上していますか 
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①はい ②いいえ 

10. 周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われていま

すか 

①はい ②いいえ 

11. 今日が何月何日かわからない時がありますか 

①はい ②いいえ 

12. あなたはたばこを吸いますか 

①吸っている ②吸っていない ③やめた 

13. 週に１回以上は外出していますか 

①はい ②いいえ 

14. ふだんから家族や友人と付き合いがありますか 

①はい ②いいえ 

15. 体調が悪いときに、健康について相談できる人がいますか 

①はい ②いいえ 

16. ２０歳の時の体重から１０ｋｇ以上増加していますか 

①はい ②いいえ 

17. １回３０分以上の軽い汗をかく運動を週２日以上、１年以上続けていますか 

①はい ②いいえ 

18. 日常生活において歩行又は同等の身体活動を１日１時間以上行っています

か 

①はい ②いいえ 

19. ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度は速いですか 

①はい ②いいえ 

20. 食事をかんで食べるときの状態はどれにあてはまりますか 
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①何でもかんで食べることができる  

②歯や歯ぐき、かみあわせなど気になる部分があり、かみにくいことがある

  

③ほとんどかめない 

21. 人と比較して食べる速度が速いですか 

①速い ②ふつう ③遅い 

22. 就寝前の２時間以内に夕食をとることが週に 3 回以上ありますか 

①はい ②いいえ 

23. 朝昼夕の３食以外に間食や甘い飲み物をとりますか 

①毎日 ②時々 ③ほとんどとらない 

24. 朝食を抜くことが週に３回以上ありますか 

①はい ②いいえ 

25. 睡眠で休養が十分とれていますか 

①はい ②いいえ 
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